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はじめに

 ぜんぶんけんさくんとは

• 以下の機能を持つWindowsアプリケーションです。

- 指定したフォルダに対し、全文検索用インデックスファイルを作成する。
（以降、インデクサーと呼びます。）

- 全文検索用インデックスファイルに対して、以下の条件で全文検索する。
（以降、検索アプリケーションと呼びます。）

- ファイルに含まれるテキスト文字列

- フォルダ名

- ファイル名

※「全文検索」とは何か？については、Webサイト等でご確認ください。
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利用環境要件

 利用環境要件

• OS

- Windows

- .NetFramework 4.5 以上

• メモリ

- インデクサー環境

- 1GB以上（※ファイルサイズによって変動。）

- 検索アプリケーション

- 256MB以上

• 導入ソフトウェア

- インデクサー環境

- Office 2010 フィルタパック (無料)
下記より、ダウンロードしてインストールしてください。
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=17062
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対象ファイル

 ぜんぶんけんさくんの対象ファイルは、下記となります。

•テキストファイル(.txt)

•Excel(.xls, .xlsx, .xlsm)

•パワーポイント(.ppt, .pptx, .pptm)

•Word(.doc, .docx, .docm)

•PDF(.pdf)

※その他にも、Windows自体でファイル内のテキストを読取可能なファイルは対象に出

来ます。

※パスワードを設定されているものや、暗号化されているものは対象外となります。
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ぜんぶんけんさくんの構造

ファイルサーバー等

ファイル群

読み込み

作成

検索端末
インデクサー 検索アプリケーション

インデックスファイル

• インデクサー

- ファイル群からファイル内容を読み取り、インデックスファイルを作成します。

• 検索アプリケーション

- インデクサーで作成したインデックスファイルから、全文検索を実施します。
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クイックスタートガイド

１．「ぜんぶんけんさくん.zip」をCドライブ直下に解凍し、作成さ
れたフォルダにある「インデックス構築」フォルダを開きます。

２．「FullTextSearchIndexer.exe.config」を開き、インデックス
を構築するための初期設定をします。

<appSettings>…</appSettings>の中に、記述を追加します。

<add key=“FullTextSearch.TargetDirectory.01” value=“C:¥ぜんぶんけんさくん¥TestFiles" />

・key ：「FullTextSearch.TargetDirectory」の後に自由な名前で記載してください。

・value：インデックスを構築するフォルダ名を記載してください。

対象フォルダが複数存在する場合は、2行に分けて記載してください。

<add key=“FullTextSearch.TargetDirectory.01” value=“C:¥ぜんぶんけんさくん¥TestFiles" />

<add key=“FullTextSearch.TargetDirectory.02” value=“C:¥テスト¥” />

※keyで指定する値は、必ず重複しないようにしてください。重複した場合、最初のものだけ対象となります。

※指定したフォルダ配下のサブフォルダやファイルは、全てインデックス構築対象となります。
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クイックスタートガイド

３．「FullTextSearchIndexer.exe」を実行すると、黒い画面が表
示され、白い点が表示されます。
※点は、ファイルを10件読み込む毎に１つ表示されます。

４．全てのファイルのインデックスが構築されると、自動的に黒い
画面が閉じられます。
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クイックスタートガイド

５．次に、「ぜんぶんけんさくん画面」フォルダ内の
「FullTextSearchApplication.exe」をダブルクリックすると、
ぜんぶんけんさくん画面が表示されます。
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クイックスタートガイド

６．「対象フォルダ」「対象ファイル名」「検索キーワード」欄の
いずれか（あるいは全て）に検索条件を入力した後、検索ボタ
ンを押下すると、検索結果が表示されます。
※対象ファイルが存在しない場合、一覧の上部に「ヒット件
数：0」が表示されます。
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クイックスタートガイド

７．探したいファイルが表示されている行の「フォルダ」ボタンを
押下すると、ファイルが置かれているフォルダを開きます。

８．探したいファイルが表示されている行の「ファイル」ボタンを
押下すると、ファイルを開きます。
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ぜんぶんけんさくん画面説明
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ぜんぶんけんさくん画面説明
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No 項目名 説明 備考

検索条件入力欄

① インデックスパス インデックスファイルが作成されたフォルダを指定します。

② インデックスパスボタン フォルダ選択ダイアログで、インデックスパスを指定します。

③ 対象フォルダ
検索したいファイルが保存されているフォルダ名の全てまたはその
一部を指定します。

④ 対象フォルダボタン フォルダ選択ダイアログで、対象フォルダ名を指定します。

⑤ 対象ファイル名 検索したいファイル名の全てまたはその一部を指定します。

⑥ 対象ファイル名ボタン ファイル選択ダイアログで、対象ファイル名を指定します。

⑦ 検索キーワード

ファイル内容に含まれるテキスト内容を指定します。
スペースで区切ることによりOR検索となり、複数キーワード指定
出来ます。
※⑩のサイトに記載されている構文に従って指定する必要があ
ります。構文誤りの場合、エラーダイアログが表示されます。

⑧ インデックス構築ボタン インデックスファイルの再作成をします。 現バージョンでは非対応

⑨ 検索サマリ表示欄 検索にかかった時間、および検索でヒットした件数を表示します。

⑩ QuerySyntaxリンク
検索キーワードで指定可能な構文が記載されているサイトを開
きます。

⑪ クリアボタン 初期表示の状態に戻します。

⑫ 検索ボタン
入力された検索条件で、検索を行います。
③⑤⑦のいずれか一つは指定する必要があります。
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ぜんぶんけんさくん画面説明
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No 項目名 説明 備考

検索結果一覧

⑬ No欄 検索結果の番号（連番値）を表示します。

⑭ フォルダを開く欄
同一行に表示されているファイルが保存されているフォルダを開
きます。

⑮ ファイルを開く欄 同一行に表示されているファイルを開きます。

⑯ 最終更新日時欄 検索にヒットしたファイルの最終更新日時を表示します。

⑰ ファイル名欄 検索にヒットしたファイルのファイル名を表示します。

⑱ フォルダ名欄
検索にヒットしたファイルが保存されているフォルダ名を表示しま
す。

⑲ ファイル内容欄

検索にヒットしたファイルで、検索キーワードが一致した箇所の
前後の内容を表示します。
検索キーワードを指定していない場合、ファイルの最初の内容
を表示します。
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設定ファイル説明（FullTextSearchIndexer.exe.config）
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<configuration>

<configSections>

<section name="log4net" type="log4net.Config.Log4NetConfigurationSectionHandler, log4net"/>

</configSections>

<log4net>

<appender name="RollingLogFileAppender" type="log4net.Appender.RollingFileAppender">

<param name="AppendToFile" value="true" />

<param name="MaxSizeRollBackups" value="3" />

<param name="MaximumFileSize" value="100MB" />

<param name="RollingStyle" value="date" />

<param name="StaticLogFileName" value="false" />

<param name="File" value="Log¥FullTextSearch" />

<param name="DatePattern" value='"_"yyyyMMdd".log"' />

<layout type="log4net.Layout.PatternLayout">

<param name="ConversionPattern" value="%d [%t] %-5p %c [%x] - %m%n" />

</layout>

</appender>

<root>

<level value="DEBUG" />

<appender-ref ref="RollingLogFileAppender" />

</root>

</log4net>

<appSettings>

<add key="FullTextSearch.IndexDirectory" value="IndexFiles" />

<add key="FullTextSearch.TargetDirectory.01" value="C:¥TestFiles¥" />

<!--

<add key="FullTextSearch.TargetDirectory.02" value="C:¥TestFiles2¥" />

<add key="FullTextSearch.ReplaceDirectory.01" value="C:¥,Z:¥" />

-->

</appSettings>

<startup>

<supportedRuntime version="v4.0" sku=".NETFramework,Version=v4.5" />

</startup>

</configuration>

「<!--」から「-->」の間（緑字の場所）は、コメントとなり記載内容が無視されます。
設定内容を反映する場合、「<!--」の上側にコピーしてください。

全文検索をする対象フォルダを指定します。
keyは、必ず「FullTextSearch.TargetDirectory」で
始めてください。
複数指定する場合、名前が重複しないようにしてください。

インデックス作成端末と全文検索端末で、フォルダが異なる場
合、検索端末用にフォルダ名を置換することが出来ます。
keyは、必ず「FullTextSearch.ReplaceDirectory」で始
めてください。valueは、「置換元フォルダ名,置換後フォルダ
名」の形で指定してください。
意味が良く分からない場合は、変更しないでください。

インデックスの構築状況がテキストで出力されるフォルダです。
任意のフォルダを指定してください。

インデックスファイルを作成するフォルダを指定
してください。

注）
コメントの記述の無い箇所は変更しないでください。
※正常に動作しなくなる可能性があります。
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設定ファイル説明（FullTextSearchApplication.exe.config）

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<configuration>

<configSections>

<section name="log4net" type="log4net.Config.Log4NetConfigurationSectionHandler, log4net"/>

</configSections>

<log4net>

<appender name="RollingLogFileAppender" type="log4net.Appender.RollingFileAppender">

<param name="AppendToFile" value="true" />

<param name="MaxSizeRollBackups" value="3" />

<param name="MaximumFileSize" value="100MB" />

<param name="RollingStyle" value="date" />

<param name="StaticLogFileName" value="false" />

<param name="File" value="Log¥FullTextSearch" />

<param name="DatePattern" value='"_"yyyyMMdd".log"' />

<layout type="log4net.Layout.PatternLayout">

<param name="ConversionPattern" value="%d [%t] %-5p %c [%x] - %m%n" />

</layout>

</appender>

<root>

<level value="INFO" />

<appender-ref ref="RollingLogFileAppender" />

</root>

</log4net>

<appSettings>

<add key="Application.Version" value="0.0.3" />

<add key="LuceneQueryLink" value="https://lucene.apache.org/core/3_3_0/queryparsersyntax.html" />

<add key="FullTextSearch.DisplayCount" value="1000" />

<add key="FullTextSearch.HitContentPrefixLength" value="5" />

<add key="FullTextSearch.HitContentPostfixLength" value="20" />

<add key="FullTextSearch.IndexDirectory" value="IndexFiles" />

</appSettings>

<startup>

<supportedRuntime version="v4.0" sku=".NETFramework,Version=v4.5" />

</startup>

</configuration>
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インデックスファイルを作成したフォルダを指定
してください。

検索結果の最大表示件数です。

注）
コメントの記述の無い箇所は変更しないでください。
※正常に動作しなくなる可能性があります。

検索キーワードにヒットした箇所の前後何文字を表
示するかを指定します。
現在の設定では、キーワードの前５文字、後20文
字を表示します。


